
日本国内のFX取引市場（OTC取引に限る）
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○2006年9月における日本国内のOTCによるFX取引の市場規模は、預か

　り証拠金が約3,688億円、取引口座数は約38万口座。

○市場の成長は続くが、法規制の強化も予想され、先行きは不透明な部

　分も。

　2006年9月における日本国内のOTCによるFX取引の市場規模は、取引口座数約38万口座、委

託者からの預かり証拠金が約3,688億円と推測される。

　口座数に関しては、FX取引上級者を中心に複数保有していたり、稼動していない口座もあ

ると思われるので、実際の稼動口座数は30万口座程度と思われる。

日本国内におけるOTCによるFX取引市場（サマリー）



取引口座の企業形態別比率
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○独立系：「外為どっとコム」の独壇場。「マネーパートナーズ」「FXCM」が続く。

　大手と中小の規模格差がさらに拡大。

○証券・短資系：群雄割拠。「松井証券」「ひまわり証券」「イートレード証券」「オ

　リックス証券」「楽天証券」らの大手に短資会社系FXが迫る。中規模証券会社も勢　

　力を拡大。

○商品取引員：「日本ユニコム」「三貴商事」「第一商品」に「エース交易」が続く。

企業形態別のポイント

※企業形態についてはTRADER-JapanのFX取引実施企業を参照のこと。



本件に関するお問い合わせは以下にお願いいたします。

株式会社オフィス・バム

神奈川県相模原市東大沼4-14-12

お電話・ファックスでのお問い合わせ：050-3561-5956（IPフォン）

電子メールでのお問い合わせ：info@office-bum.com

担当：川瀬、千葉 

掲載データにつきましては著作権の放棄をしておりません。

光磁気媒体を含む全ての媒体への無断転載を禁止いたします。

掲載データの無断使用は損害賠償請求の対象となります。


